
［特集］［特集］
震災後、リニア前の地域づくり ふれあい広場では土、日、祝日に

モルモット、ヤギ、ヒツジ、リクガメとの
ふれあい体験もできます
屋根付きの休憩所もできました
（18頁、23頁に動物園関連記事）

ちびっこランドのオープン
（飯田市立動物園）
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１本（180ml）600円で限定20
00本を販売

　　除幕式 四日市市の田中市長と協定書を交わす牧野市長

本物そっくりの市田柿食品サンプル

４月４日、松尾上溝にある「養育センターひまわり」

が、名称変更して「子ども発達センターひまわり」

となりました。発達に支援が必要な子どもたちを支

えていきます。

３月１４日静岡県伊豆市、３月２８日滋賀県守山市・

熊本県水俣市、３月２９日三重県四日市市と締結しま

した。これで単独の自治体との締結は、１１自治体目と

なります。

市は、遊休農地対策として南信州

産大豆「つぶほまれ」の栽培拡大に

取り組んでいます。この大豆を使用し

た地大豆醤油と南信州産ゆずで作っ

たゆず果汁を使った地大豆柚子醤油が

誕生しました。

「市田柿」ブランド推進の一環として食

品サンプルを制作しました。

市田柿ブランド推進協議会の構成員

の皆さんにも貸し出しを行い広報活動に

取り組んでいきます。

ブランド力を更に強化

子ども発達支援センターひまわり
発達支援の中核として

災害時相互応援協定を締結
災害時の協力関係を構築

市田柿ＰＲツール・地大豆柚子醤油
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飯工戦隊テックレンジャーが活躍

おしりには温泉マーク

子ども桜ガイドの説明に聞き入る観光客

遠山郷イメージキャラクターの愛称募集では、１３３人

の応募がありましたが、和田小４年芦部悠斗さんの作

品に決定しました。今後は、イベントへの出演、デザ

インを利用した商品開発などを通じて、遠山郷を発信

していきます。

左端はキャラクターをデザインした行方訓子さん（三重県鈴鹿市）

４月１５日、「麻績の里桜まつり」（座

光寺）では、地域の小中学生による子

ども桜ガイドが行われ、観光客に説明

する姿がみられました。

３月下旬に桜の学習会、看板づくり

に取り組みました。１４日と１５日の２日間

で３５人の子どもが参加しました。

四季の広場（扇町）では、第３８回飯

田子どもまつりが開催され、子どもたち

は、さまざまな遊びで楽しみました。

　また、飯田工業高校のコンピューター

制御部の飯工戦隊テックレンジャーシ

ョーも行われ会場を沸かせました。

「とおやま丸」に決定

桜の下で成果を披露
子ども桜ガイド・いいだ子どもまつり

遠山郷イメージキャラクター
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臨
床
心
理
士
と
は
、
心
理
学

の
知
識
や
知
恵
、
技
法
を
用
い

て
、
人
間
の
心
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
「
心
の
専
門
職
」
で
す
。

活
動
の
領
域
は
、
教
育
、
医
療
、

福
祉
、
司
法
、
産
業
な
ど
多
岐

に
渡
り
ま
す
。
医
療
の
現
場
で

は
、
精
神
科
・
心
療
内
科
で
心

の
病
を
抱
え
た
方
へ
の
支
援
を

行
う
心
理
士
が
多
い
の
で
す

が
、
最
近
で
は
こ
れ
ら
の
科
に

と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
科
に
も
活

動
の
場
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。当

院
で
も
２
０
１
０
年
４
月

に
臨
床
心
理
士
が
採
用
と
な

り
、
現
在
は
２
名
体
制
で
業
務

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の

主
な
業
務
は
小
児
の
発
達
検
査

や
性
格
検
査
と
い
っ
た
心
理
検

査
の
実
施
や
小
児
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
、
が
ん
な
ど
病
気
に
伴

う
心
の
辛
さ
を
抱
え
た
方
へ
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
緩
和
ケ
ア
）

を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
も
緩
和
ケ
ア
に
携

わ
る
臨
床
心
理
士
の
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
当
院
で
も
、

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
主
に
入
院
中
の
方
に
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
ご
家

族
の
お
話
も
聴
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
が
ん
が
疑
わ
れ
た
時
、

告
知
後
、
治
療
中
な
ど
、
患
者

さ
ん
も
そ
の
ご
家
族
も
様
々
な

不
安
や
動
揺
を
経
験
し
ま
す
。

病
気
の
事
、
心
配
事
を
な
か
な

か
周
り
に
話
す
こ
と
が
で
き

ず
、
一
人
で
抱
え
て
辛
い
思
い

を
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
い
ま

す
。
家
族
同
士
で
も
お
互
い
の

こ
と
を
思
う
が
ゆ
え
に
話
し
に

く
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
不
安
や
心
配
事
の
内
容

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
の
で
、
臨

床
心
理
士
は
、
ゆ
っ
く
り
と
時

間
を
か
け
、お
話
を
う
か
が
い
、

そ
の
人
ら
し
い
心
持
ち
で
過
ご

せ
る
よ
う
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

の
心
理
的
な
支
援
を
行
い
ま

す
。話

を
す
る
こ
と
で
気
持
ち
が

軽
く
な
っ
た
り
し
た
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
お
一
人
で
悩
ま

ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

リハビリテーション科　臨床心理士

井出あや  

医
療
機
関
に
お
け
る
臨
床
心
理
士
の
役
割

市 

長

　牧
野
光
朗

「
地
域
人
教
育
」
に
よ
っ
て
高
校
時
代
に
地
育
力
の
軸
を
通
す

４
月
１８
日
か
ら
飯
田
長
姫
高

校
商
業
科
の
生
徒
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
し
た
「
地
域
人
教

育
」
の
授
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。

 

こ
の
授
業
は
、
同
日
締
結

さ
れ
た
飯
田
長
姫
高
校
、
松

本
大
学
、
飯
田
市
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
に
基
づ
い

て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

協
定
に
お
い
て
は
、
「
地
域

人
」
を
「
地
域
を
愛
し
、
理

解
し
、
地
域
に
貢
献
す
る

人
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
人
材
を
育
成
し

よ
う
と
す
る
飯
田
長
姫
高
校

と
、
地
域
や
高
校
と
の
連
携

に
よ
り
地
域
社
会
の
振
興
や

地
域
文
化
の
発
展
に
資
す
る

人
材
育
成
に
実
績
を
上
げ
て

い
る
松
本
大
学
、
そ
し
て

「
地
育
力
に
よ
る
心
豊
か
な

人
づ
く
り
」
を
市
政
経
営
の

基
本
方
針
に
掲
げ
る
飯
田
市

が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割

分
担
し
な
が
ら
地
域
人
教
育

を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　折
り
し
も
今
年
度
か
ら
、

鼎
中
学
校
区
、
竜
東
中
学
校

区
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
飯
田

な
ら
で
は
の
小
中
連
携
・
一

貫
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
、
地

育
力
向
上
連
携
シ
ス
テ
ム
推

進
計
画
も
小
中
学
生
に
高
校

生
を
重
点
対
象
に
加
え
た
見

直
し
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　高
校
時
代
は
人
生
の
う
ち

恐
ら
く
最
も
柔
軟
な
思
考
が

可
能
で
多
感
な
時
期
だ
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
地

域
と
の
関
係
が
疎
遠
に
な
り

が
ち
で
し
た
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
梃
子
に
し
て
、
高

校
教
育
に
お
い
て
も
地
育
力

の
軸
を
通
し
て
い
け
れ
ば
、

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
の 

88

て

こ
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僕の夢

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

先月の福与杏子さん（上久堅）からのリレー

ご
と
う

わ
た
る

後
藤 

渉
さ
ん
（
伊
賀
良
）

三
年
前
か
ら
始
め
た
、
日
本
舞
踊
で

す
。最

初
は
芸
の
肥
や
し
と
し
て
、
入
門
を

し
た
け
れ
ど
、
日
々
の
お
稽
古
で
一
つ
一
つ

の
動
き
に
重
み
や
感
情
が
あ
っ
た
り
す
る

所
作
に
す
ご
く
魅
力
を
感
じ
る
様
に
な

り
、
日
本
舞
踊
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
し

た
。入

門
し
て
い
る
葵
流
葵
会
の
お
さ
ら
い

会
な
ど
を
通
し
て
、
日
本
舞
踊
の
魅
力
を

多
く
の
方
に
感
じ
て
頂
き
た
い
の
で
、

日
々
の
お
稽
古
に
お
さ
ら
い
会
に
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、７
月
に
お
さ
ら
い
会
を
控
え
て

る
の
で
、
今
、
自
分
が
や
ら
な
く
て
は
な
ら

い
事
は
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

たまおき

玉置 裕也 さん
（山本小６年）

ぼくの夢は、コックになることです。

ぼくは、お母さんが料理を作るのを手伝う

のが好きで、知らないうちに、夢がコックにな

ることになっていました。

コックになったら、自分のお店を開くのでは

なく、まず外国に行って、料理の勉強をしてか

ら、有名なホテルなどでのコックとして働きたいです。そのために、

今からたくさん料理を作る手伝いなどをして、道具になれたり、一

人でも料理を作れるようになりたいです。

ゆうや

飯田市の西南に位置する三穂は、国の重

要文化財に指定されている旧小笠原家書院

や千年以上の歴史を持つ立石寺、樹齢千年

を超える雄杉、雌杉などを有し、歴史文化と

自然に恵まれた地域で、懐かし日本のふる

さと的な景観が残されています。

三穂まちづくり委員会では、平成２２年度に

策定した基本構想において、「子どもから高齢

者まで、元気な声が響き渡り、活力あり、心豊

かな　人も自然も輝ける里」を目指して、少子

高齢化の進行する中で、子育てする若者の

定住支援に対する取り組みを進めています。

昨年度、以前より要望のあった子どもを安

心して遊ばせられる広場の設置について、遊

休化していた財産区所有地を有効利活用

し、県の元気づくり支援金を申請し、芝張り・

植栽作業を地域住民７０名余りの参画により

行い、広い芝生広場をメインにした「君崎ふ

れあい広場」の第１段階の整備ができました。

なお、オオムラサキの食葉である榎も今回

の作業にあわせて植栽され、オオムラサキも

飛び交う地域に愛される広場として、芝生や

植栽の管理に努めるとともに、今後、乳幼児

や小学生など、子どもが楽しんで遊べる遊具

の設置や、ベンチや遊歩道など高齢者等の憩

いの広場としても活かされるよう、地域が一

体となって地域づくりに取り組んでいきたい。

三穂まちづくり委員会

子どもから高齢者の集う
ふれあい広場づくり

三穂地区の人口　（平成２３年１０月現在）

男　７３７人／女　８０８人／合計　１,５４５人
世帯数　４４３戸　　高齢化率 ３３.７％
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　平
成
２４
年
度
分
の
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知

書
を
、
５
月
７
日
㈪
に
発
送
し

ま
す
。
固
定
資
産
税
第
１
期
と

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５

月
３１
日
㈭
で
す
。
期
限
内
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
発
送
日
か
ら
１
週
間
を
過
ぎ

て
も
納
税
通
知
書
が
届
か
な

い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　税
務
課

　資
産
税
土
地
係

　内
線
５
１
７
１
～
５
１
７
４

　税
務
課

　資
産
税
家
屋
係

　内
線
５
１
７
５
～
５
１
７
８

○
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　税
務
課

　

　諸
税
係

　内
線
５
１
４
１

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車

税
の
納
税
通
知
書
を
発
送

▼
対
象
と
な
る
要
件

○
公
園
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、

　マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
、
集
会

施
設
や
そ
の
用
地
な
ど
に
利

用
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
、
自
治
会
、
区
、
地
区
公

民
館
な
ど
が
所
有
す
る
、
ま

た
は
、
所
有
者
が
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
な
ど
に
無
償
で
貸

与
し
て
い
る
土
地
、
家
屋
。

▼
期
間

　

　減
免
の
要
件
に
該
当
し
て
い

　る
期
間

▼
減
免
額

　

　該
当
部
分
の
税
額

▼
申
請
方
法

納
税
通
知
書
、
無
償
貸
与
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
（
契
約
書
）
、
印
鑑
を
持

参
し
て
税
務
課
窓
口
ま
た

は
各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

（
橋
南
、
橋
北
、
羽
場
、
丸

山
、
東
野
地
区
は
除
く
）
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
り
ん
ご
庁
舎
の
市
民
証
明
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
受
付
で
き
ま

せ
ん
。

▼
申
請
期
限

　

　５
月
２４
日
㈭

※
納
期
限
の
７
日
前
が
申
請
期

　限
で
す
。
年
度
の
途
中
で
申

　請
の
場
合
は
、
納
期
が
き
て

　い
な
い
税
額
の
み
対
象
と
な

　り
、
既
に
納
期
が
過
ぎ
て
い

　る
税
額
は
減
免
の
対
象
と
な

　り
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他

災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

固
定
資
産
や
生
活
保
護
法
の

規
定
に
よ
る
公
私
の
扶
助
を

受
け
て
い
る
場
合
な
ど
も
減

免
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　税
務
課

　資
産
税
土
地
係

　内
線
５
１
７
１
～
５
１
７
４

　税
務
課

　資
産
税
家
屋
係

　内
線
５
１
７
５
～
５
１
７
８

▼
対
象
と
な
る
方

○
平
成
２４
年
４
月
１
日
現
在
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦

傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
、
障
害
の
程
度
が
要
件
に

該
当
さ
れ
る
方

○
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で

総
合
判
定
Ａ
に
該
当
す
る
方

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
お
持
ち
の
方
で
１
級
に
該

当
す
る
方

※
減
免
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

１
人
に
つ
き
１
台
ま
で
で

す
。
普
通
自
動
車
税
の
減
免

や
障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
車
両

　

　対
象
者
本
人
が
所
有
す
る
軽

自
動
車

※
対
象
者
が
１８
歳
未
満
ま
た
は

療
育
手
帳
、
も
し
く
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
場
合
は
、
生
計
を
同

じ
く
す
る
方
が
所
有
し
、
常

に
対
象
者
の
た
め
に
使
用
す

る
軽
自
動
車

▼
期
間

　

　減
免
要
件
に
該
当
し
て
い
る

期
間

▼
減
免
額

　該
当
車
両
の
税
額

▼
申
請
方
法

納
税
通
知
書
、
身
体
障
害
者

手
帳
（
戦
傷
病
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
）
、
運
転
免
許

証
、
車
検
証
、
印
鑑
を
持
参

し
、
税
務
課
ま
た
は
各
自
治

身
体
障
害
者
等
の

軽
自
動
車
税
の
減
免

公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る

固
定
資
産
税
の
減
免

広報いいだ４月１５日号の記事
に誤りがありましたので、お詫
びして訂正いたします。

●１ページ
市民証明コーナー
連休期間中の閉庁日

４月１５日号の訂正

誤

正 ６日㈰…閉庁

６日㈰…開庁

振
興
セ
ン
タ
ー
（
橋
南
・
橋

北
・
羽
場
・
丸
山
・
東
野
地

区
は
除
く
）
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
り
ん
ご
庁
舎
市
民
証
明
コ
ー

ナ
ー
で
は
受
付
不
可
。

▼
申
請
期
限

　

　５
月
２４
日
㈭

※
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
今
年

　度
の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ

　ん
の
で
お
気
を
つ
け
く
だ
さ

　い
。

▼
そ
の
他

　公
益
の
た
め
専
用
さ
れ
る
軽

自
動
車
や
災
害
に
よ
り
所
有

の
軽
自
動
車
等
に
損
害
を
受

け
た
場
合
、
生
活
保
護
法
の

規
定
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
時
な
ど

も
減
免
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　税
務
課

　諸
税
係

　内
線
５
１
４
３

［広報いいだ］２０１２.５.１10



　企
業
の
担
当
者
と
直
接
面
談

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
企
業
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な

ど
の
資
料
を
そ
ろ
え
て
お
配
り

す
る
ほ
か
、
就
職
の
ご
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。

▼
日
時

５
月
１８
日
㈮

　午
後
１
時
～
４
時 

▼
場
所

　

 

　シ
ル
ク
プ
ラ
ザ

 

（
飯
田
市
育
良
町
１
―
７
）  

▼
対
象

来
春
、
大
学
・
短
大
・
専
修

学
校
な
ど
卒
業
予
定
の
学
生

お
よ
び
３
年
以
内
既
卒
者 

▼
問
い
合
わ
せ

　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田

　（
公
共
職
業
安
定
所
）

０
２
６
５（
２
４
）８
６
０
９

ふ
る
里
就
職
の
集
い

い
い
だ
２
０
１
３

　ム
ト
ス
飯
田
推
進
委
員
会
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
活
動
を
応
援
し
ま

す
。　創

造
的
、
モ
デ
ル
的
な
活
動

や
事
業
を
選
考
し
、
助
成
金
を

交
付
し
ま
す
。

※「
ム
ト
ス
」と
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
「
～
を

し
よ
う
と
す
る
（
セ
ム
ト
ス

ル
）
」
と
い
っ
た
自
発
的
な

意
志
力
を
表
し
た
も
の
で
、

ム
ト
ス
飯
田
助
成
事
業

日
赤
社
費
納
入
に

ご
協
力
を

　日
本
赤
十
字
社
は
、
自
然
災

害
や
紛
争
な
ど
に
よ
る
被
災
者

の
救
護
活
動
や
、
医
療
、
献
血
、

福
祉
な
ど
、
国
内
外
に
お
い
て

幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　飯
田
市
の
各
地
域
で
も
、
日

赤
奉
仕
団
が
、
災
害
時
の
炊
き

出
し
や
応
急
手
当
の
講
習
普
及

な
ど
の
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
活
動
は
す
べ
て
、

皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
く

「
社
費
」
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

　赤
十
字
の
活
動
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
社
費
納
入
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

▼
納
入
期
間

５
月
１
日
㈫
～
７
月
末
頃

▼
収
納
方
法

○
社
員
の
方
に
は
納
付
用
紙
を

配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
新
た
に
社
員
に
な
っ
て
い
た

だ
け
る
方
は
、
日
赤
か
ら
各

戸
に
お
配
り
し
た
チ
ラ
シ
に

「
赤
十
字
社
員
申
込
書
」
が

あ
り
ま
す
の
で
、
記
入
の
上

飯
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
・
地

域
づ
く
り
の
合
言
葉
で
す
。

▼
助
成
内
容

○
助
成
項
目

　ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

　応
援
事
業

○
対
象

　飯
田
市
内
で
、
ま
ち
づ
く
り
・

　地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団

　体
・
個
人
（
ま
ち
づ
く
り
委

　員
会
・
単
位
自
治
会
・
公
民

　館
分
館
を
含
む
）

○
補
助
割
合

　事
業
費
の
７０
％
以
内

○
１
件
あ
た
り
の
上
限
額

　２５
万
円

▼
申
請
方
法

地
域
づ
く
り
・
庶
務
課
、
各

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
各
公
民

館
に
用
意
し
て
あ
る
申
請
用

紙
に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
請
用
紙
は
市
の
ウ
ェ
ブ
サ

　イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　で
き
ま
す
。

▼
申
請
期
間

　

　５
月
１５
日
㈫
～

　６
月
２９
日
㈮

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

ム
ト
ス
飯
田
推
進
委
員
会

 

（
地
域
づ
く
り
・
庶
務
課
内
）

内
線
２
１
１
２

社
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
取
扱
窓
口

危
機
管
理
・
交
通
安
全
対
策

室
、
り
ん
ご
庁
舎
、
各
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー
窓
口
、
各
金

融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を

除
く
）

▼
昨
年
度
の
ご
納
入
の
総
額

○
一
般
社
費

　１
５
４
７
万
４
５
０
円

○
法
人
社
費

　２
２
１
万
２
３
４
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

　危
機
管
理
・
交
通
安
全
対
策

　室

　日
赤
事
務
局

内
線
４
４
７
２

広報いいだ３月１５日号の記事に
誤りがありましたので、お詫びし
て訂正いたします。

●１２ページ
美博の古文書講座
平成２４年度の開催日

３月１５日号の訂正

誤

正

２班　第３水曜日

２班　第３土曜日
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■問い合わせ／保健課　保健指導係　内線５５１４１.特定健康診査のお知らせ

受付時間／午前８時～１０時（※上村保健センターのみ／午後１時～１時３０分）

集団健診　日程・会場

　平成２４年４月１日現在、飯田市国民健康保険に加
入しており、今年度１年間継続加入される方で、来
年３月末までに４０～７４歳になる方。
※対象者には、５月末から６月に特定健診受診券・問診票
を郵送します。

※飯田市国民健康保険に加入しており来年３月末までに75
歳になる方は、誕生日前までは特定健診が受けられます
のでお問い合わせください。
※平成２４年４月２日以降に加入された方で健診を希望さ
れる方は、申し込みください。

　今年度１年間継続加入される方で、来年３月末ま
でに３９歳以下の方
※健診を希望される方は申し込みください。申込者に集団健診
の実施通知、問診票を郵送します。

■日程・会場／特定健診と同様（右表）

■費用／３,５００円

健診方法 日 程 お　願　い

40～

 64歳

65～

 74歳

右表の
とおり

集団健診を希望される方の日
程は、右表のとおりです。受付
時間９時～１０時にお越しくだ
さい。

６～１０月
実施

個別健診を希望される方は、
個別健診受診券を交付しま
すので５月１１日までに保健課
へご連絡ください。

集団健診

個別健診

生活習慣病は自覚症状がなく進行することが多く、早期に発見するには毎年の健診が欠かせません。
年に一度は必ず健診を受けましょう。

■問い合わせ／保健課　国保係　内線５５２１２.歯科健診助成のお知らせ

歯周病やむし歯の早期発見・早期治療・健康管理意識の増進を目的に、歯科健診
の助成を行います。ぜひ、歯と口腔の健康保持増進にお役立てください。  

▼対象者　２０～５０歳の方
　自己負担額　１,０００円
　年１回、歯科健診料６,３００円（以内）について、
　　５,３００円（以内）を限度として助成。

▼歯科健診を希望される方は、保健課国保係まで申
し込みください。申込者に歯科健診受診券、ご案
内などを郵送します。
指定医療機関に予約して、歯科健診受診券と国民
健康保険被保険者証を窓口で提示し、受診してく
ださい。

▼歯の状態および歯周組織の状態の検査
　（むし歯や歯周病のチェック）

▼顎関節所見、粘膜所見および歯列・咬合所見
　（顎、粘膜、咬合の異常をチェック）

▼パノラマＸ線もしくは１０枚法によるＸ線検査
　（歯や骨の異常をチェック）

▼口腔清掃状態の検査
　（口の中の清潔度、歯みがきの状況をチェック）

▼健診所見に基づく口腔衛生指導
　

３９歳以下の方３９歳以下の方３９歳以下の方

４０～７４歳の方４０～７４歳の方４０～７４歳の方

飯田市国民健康保険加入者の皆さんへ飯田市国民健康保険加入者の皆さんへ飯田市国民健康保険加入者の皆さんへ

対象者＆助成内容対象者＆助成内容対象者＆助成内容

申し込み・受診方法申し込み・受診方法申し込み・受診方法

健診項目健診項目健診項目

ー 実施期間 ー
平成２５年　　　
２月２８日まで

日　　程 会　　場
６月６日㈬ 上久堅公民館

６月７日㈭・８日㈮ 下久堅公民館

松尾公民館

６月１５日㈮ 千代公民館

６月１８日㈪・１９日㈫ 龍江公民館

６月２０日㈬・２１日㈭・２２日㈮ 座光寺公民館

上郷公民館
６月２５日㈪・２６日㈫・２７日㈬・
６月２８日㈭・６月２９日㈮

南信濃地域交流センター７月２日㈪・３日㈫

上村保健センター７月３日㈫ 午後１時～１時３０分

川路公民館７月４日㈬

山本公民館７月５日㈭・６日㈮

伊賀良公民館７月９日㈪・１０日㈫・１１日㈬・
１２日㈭・１３日㈮

三穂公民館７月１７日㈫

鼎保健センター
７月１８日㈬・１９日㈭・２０日㈮
２３日㈪

竜丘公民館７月２４日㈫・２５日㈬・２６日㈭

中部公衆医学研究所
６日㈪・７日㈫・８日㈬
８月１日㈬・２日㈭・３日㈮
７月２７日㈮・３０日㈪・３１日㈫・

６月１１日㈪・１２日㈫・１３日㈬・
１４日㈭



  

今
年
度
最
後
と
な
る
狂
犬
病

予
防
注
射
（
集
合
接
種
）
を
行

い
ま
す
。
４
月
に
実
施
し
た
予

防
注
射
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
日
程
を
確
認
し
て
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
犬
の

登
録
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

必
ず
新
規
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
狂
犬
病
予
防
注
射

○
対
象

　生
後
９１
日
を
経
過
し 

た
飼
い
犬
（
家
の
中
で
飼
っ

て
い
る
犬
も
含
む
。）

※
健
康
に
異
常
が
あ
る
場
合
や

過
去
に
異
常
を
起
こ
し
た
こ

と
の
あ
る
犬
は
、
動
物
病
院

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
料
金   

３
２
２
０
円

※
釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
ご

　協
力
く
だ
さ
い
。

※
動
物
病
院
で
の
接
種
は
、

　１
０
０
０
円
加
算
で
す
。

○
持
ち
物

　登
録
済
み
の
犬
の

　飼
い
主
に
郵
送
し
た
は
が
き

▼
犬
の
新
規
登
録

○
対
象

　生
後
９１
日
を
経
過
し
た
犬

○
料
金

　登
録
の
み

　
　３
０
０
０
円

　登
録
と
注
射

　６
２
２
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

　環
境
課

　環
境
衛
生
係

　内
線
５
２
４
２

狂
犬
病
予
防
注
射
と

　

犬
の
新
規
登
録

月・日 地区 場所 時間

５月２４日
（木）

上郷 上郷自治振興センター 　９：００～９：２０

座光寺 座光寺自治振興センター 　９：４０～９：５５

下久堅 下久堅自治振興センター １０：２５～１０：４０

上久堅 上久堅自治振興センター １１：００～１１：１０

千代 千代自治振興センター １１：３０～１１：４０

旧市 市役所　正面駐車場 １３：２０～１３：４０

５月２５日
（金）

鼎 鼎自治振興センター 　９：００～９：２０

竜丘 竜丘自治振興センター 　９：４５～１０：００

川路 川路自治振興センター １０：２０～１０：３０

龍江 龍江自治振興センター １０：５０～１１：０５

６月１７日
（日）

５月２８日
（月）

伊賀良 伊賀良自治振興センター 　９：００～９：２０

山本 山本自治振興センター 　９：４０～９：５５

三穂 三穂自治振興センター １０：１５～１０：２５

松尾 松尾自治振興センター １１：００～１１：２０

市役所　正面駐車場 １３：００～１３：３０

松尾自治振興センター １４：００～１４：３０
全市

犬の登録と狂犬病予防注射日程（第二次）

「市政懇談会」
開催のお知らせ

「市政懇談会」
開催のお知らせ

「市政懇談会」
開催のお知らせ

市政経営の方向や市政の課題に対する考
え方を、市長が直接市民の皆様に述べさせて
いただくほか、地域の課題についてともに考え、
地域に対する思いを共有させていただく場とす
るため、各地区のまちづくり委員会と飯田市が
共同して開催します。特にリニア中央新幹線・
三遠南信自動車道全線開通を見据えた地域
づくりの観点から大変重要な年になります。多く
の皆様にご参加、ご発言いただきますよう、お
誘いあってお近くの会場へお越しください。

■問い合わせ先

地域づくり・庶務課　内線２１１２

平成２４年度

平
成
２４
年
度

　
市
政
懇
談
会

　
日
程
表

５月２４日
６月１日
６月２日
６月７日
６月９日
６月１５日
６月１８日
６月２０日
６月２１日
６月２４日
６月２５日
７月２日
７月３日
７月５日
７月９日
７月１０日
７月１７日
７月１９日
７月２２日
７月２５日

木
金
土
木
土
金
月
水
木
日
月
月
火
木
月
火
火
木
日
水

１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１４：００～１６：００
１９：００～２１：００
１４：００～１６：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１４：００～１６：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１０：００～１２：００
１９：００～２１：００

龍江公民館　
竜丘公民館　
川路公民館　
市役所３階（橋南）
上久堅公民館　
羽場公民館　
座光寺公民館　
丸山公民館　
山本公民館　
千代公民館　
東野公民館
下久堅公民館
上郷公民館
南信濃地域交流センター
橋北公民館　
松尾公民館　
鼎公民館
伊賀良公民館
三穂多目的研修センター
上村コミュニティーセンター

期　日 曜日 時　 間 会　　場

大切なきこえ、補聴器のご相談はいつでもお気軽にどうぞ！！

信濃補聴器センター
身体障害者福祉法補聴器委託契約店   　医療機器販売及び賃貸管理者

アドレスは http://www.mtha-group.comホームページ「北陸補聴器」と漢字で検索！！
（０２６５）５２-３７８８飯田市扇町２８（市役所前） ●日・祝・第４土曜定休 駐車場完備

北陸補聴器
株式会社

２０１２.５.１［広報いいだ］13
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１２３

４５６７

８９

１２３

４５６７

８９

行財政改革は、時代背景や地域社会の状況を踏まえ、その時々において行政に求めら

れる役割、期待や果たすべき責務を、常に最小の経費で最大の効果を上げながら実現して

いくために、行政が自らを継続的に改革改善していく取り組みです。

飯田市では、昭和６１年度に初めて行政改革大綱を策定し、社会経済状況や行政需要の

変化に対応した改革を継続してきました。

今後、新たな計画期間を平成２４年度から平成２８年度までの５年間と定め、平成１９年度

から取り組んできた行財政改革の取り組みの成果と課題を踏まえる中で、新たな時代にふ

さわしい行財政改革に取り組みます。

行財政改革は、時代背景や地域社会の状況を踏まえ、その時々において行政に求めら

れる役割、期待や果たすべき責務を、常に最少の経費で最大の効果を上げながら実現して

いくために、行政が自らを継続的に改革改善していく取り組みです。

飯田市では、昭和６１年度に初めて行政改革大綱を策定し、社会経済状況や行政需要の

変化に対応した改革を継続してきました。

今後、新たな計画期間を平成２４年度から平成２８年度までの５年間と定め、平成１９年度

から取り組んできた行財政改革の取り組みの成果と課題を踏まえる中で、新たな時代にふ

さわしい行財政改革に取り組みます。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
実
績

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
実
績

平
成
１９
年
度
か
ら
平
成
２３
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
取
り
組
ん
で
き
た
行
財
政
改
革

で
は
、
飯
田
市
行
財
政
改
革
大
綱
の
実
行

計
画
で
あ
る
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

お
い
て
、
改
革
推
進
の
当
初
目
標
額
を
約
３４

億
円
と
掲
げ
、
職
員
定
数
の
削
減
や
給
与
の

抑
制
、
経
費
節
減
、
市
立
病
院
の
歳
入
確
保

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

毎
年
、
取
り
組
み
の
評
価
と
見
直
し
を

行
う
中
、
新
た
な
改
革
項
目
を
加
え
な
が

ら
、
平
成
２２
年
度
ま
で
に
約
７４
億
円
の
効
果

額
を
達
成
し
、
そ
の
財
源
に
よ
り
第
５
次
飯

田
市
基
本
構
想
基
本
計
画
の
目
標
実
現
に

向
け
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
し
て
き
ま

し
た
。

新
た
な
行
財
政
改
革
大
綱
と

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定

改
革
プ
ラ
ン
と
は

行
財
政
改
革
大
綱
と
は

新
た
な
行
財
政
改
革
大
綱
と

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定

こ
れ
か
ら
の
５
年
間
（
平
成
２４
年
度
〜
平
成
２８
年
度
）

に
つ
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
人
口
減
少
時
代
と

い
っ
た
社
会
構
造
の
変
化
に
加
え
、
将
来
の
歳
入
減
少

（
飯
田
市
・
上
村
・
南
信
濃
村
の
合
併
に
伴
う
特
例
で
地

方
交
付
税
に
上
乗
せ
さ
れ
て
い
た
約
８
億
円
の
減
な
ど
）

が
見
込
ま
れ
る
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
思

い
切
っ
た
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
新
た
に
策
定
し
た
飯
田
市
行
財
政
改

革
大
綱
と
そ
の
実
行
計
画
と
な
る
次
期
改
革
プ
ラ
ン
で

は
、
改
革
推
進
の
目
標
額
と
し
て
約
３０
億
円
を
掲
げ
、「
選

択
と
集
中
に
よ
る
事
務
事
業
の
精
査
」
を
徹
底
的
に
行
い

な
が
ら
歳
出
規
模
の
縮
減
（
歳
出
一
般
財
源
の
削
減
）
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
未
来
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
の
た
め
、
新
た
に
「
補
助

金
等
の
見
直
し
」
や
「
施
設
の
あ
り
方
の
見
直
し
」
に
も
踏

み
込
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
後
も
多
様
な
主
体
と
の
協
働
を
図
り
な
が
ら
、
少
子

高
齢
化
社
会
、
リ
ニ
ア
高
速
移
動
時
代
へ
の
着
実
な
準

備
、
第
５
次
飯
田
市
基
本
構
想
後
期
基
本
計
画
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
財
源
確
保
に
向
け
、
さ
ら
な
る
改

革
を
一
層
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

　　市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

行財政改革大綱　　基本方針行財政改革大綱　　基本方針

改
革
プ
ラ
ン
の

　　
改
革
改
善
項
目
と
そ
の
内
容

改
革
プ
ラ
ン
の

　　
改
革
改
善
項
目
と
そ
の
内
容

事
務
事
業
の
再
編
整
理

　
（
事
務
事
業
の
精
査
）

民
間
委
託
等
の
推
進

定
員
の
適
正
化

給
与
等
の
適
正
化

第
３
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し

経
費
節
減
等
の
財
政
効
果

人
材
の
育
成

そ
の
他
の
取
り
組
み

施
設
の
あ
り
方
の
見
直
し

事
務
事
業
の
再
編
整
理

　
（
事
務
事
業
の
精
査
）

行
政
コ
ス
ト
お
よ
び
事
務
効
率
、
事

業
効
果
に
対
す
る
職
員
の
意
識
改
革

を
行
い
、
事
務
改
善
に
よ
る
経
費
の
削

減
を
図
る
と
と
も
に
、
施
策
を
け
ん
引

し
、
施
策
の
目
標
達
成
に
特
に
貢
献
す

る
事
務
事
業
へ
の
重
点
的
な
予
算
配

分
を
行
う
な
ど
、
社
会
構
造
の
変
化
や

財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
事
務
事
業
の

精
査
に
取
り
組
み
ま
す
。

民
間
委
託
等
の
推
進

行
政
が
担
う
役
割
と
サ
ー
ビ
ス
を
明

確
化
す
る
中
で
、
民
間
が
担
う
分
野
へ

の
市
民
、
各
種
団
体
、
事
業
者
な
ど
の

多
様
な
主
体
の
参
入
機
会
の
拡
大
、
民

営
化
や
民
間
へ
の
業
務
委
託
な
ど
の
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

定
員
の
適
正
化

国
の
動
向
や
社
会
情
勢
の
変
化
を
考

慮
し
つ
つ
、
業
務
量
に
適
し
た
職
員
数

を
見
定
め
、適
正
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

給
与
等
の
適
正
化

将
来
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
る
中

で
、
職
員
の
給
与
な
ど
の
見
直
し
を
図

る
な
ど
、適
正
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
３
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し

市
が
主
要
な
出
資
者
で
あ
る
第
３
セ

ク
タ
ー
な
ど
の
経
営
状
況
の
把
握
を
行

う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
た
適
切
な

関
与
を
行
い
ま
す
。

経
費
節
減
等
の
財
政
効
果

①
歳
入
確
保

　　②
経
費
節
減

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
実
現
の
た

め
、
市
税
な
ど
の
収
納
率
の
維
持
・
向

上
に
よ
る
歳
入
確
保
、
事
務
改
善
、
業

務
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
経
費
削
減
な

ど
、
歳
出
規
模
の
適
正
化
や
経
費
節
減

に
取
り
組
み
ま
す
。

人
材
の
育
成

職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵

守
）意
識
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
職

員
研
修
な
ど
の
実
施
に
よ
る
職
員
の
資

質
向
上
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
な
向

上
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
他
の
取
り
組
み

①
組
織
機
構
改
革
に
関
す
る
事
項

新
庁
舎
建
設
に
併
せ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス

機
能
な
ど
の
充
実
を
は
じ
め
、
ス
リ
ム
で

効
率
的
か
つ
第
５
次
飯
田
市
基
本
構
想

後
期
基
本
計
画
の
推
進
に
効
果
的
な
組

織
機
構
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
財
政
運
営
目
標
の
設
定

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
確
保
し
て
い

く
た
め
、
地
方
債
残
高
の
抑
制
を
図
る
と

と
も
に
、
主
要
４
基
金
の
残
高
の
確
保
に

取
り
組
み
ま
す
。

③
補
助
金
等
の
見
直
し

市
が
支
出
す
る
負
担
金
、
補
助
金
、
交
付

金
に
つ
い
て
、
効
果
の
検
証
、
ニ
ー
ズ
の
把

握
を
行
い
、
廃
止
や
縮
減
、
目
的
や
対
象

の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

施
設
の
あ
り
方
の
見
直
し

市
の
施
設
の
管
理
の
効
率
化
、
民
営

化
等
の
推
進
を
は
じ
め
、
人
口
減
少
時

代
に
お
け
る
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
中
で
、施
設
の
拠
点
化
、廃
止
、統
合
、

売
却
、譲
渡
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

行財政改革の取り組みにおける当初目標額（５年間） 約３０億円

改
革
プ
ラ
ン
と
は

行
財
政
改
革
大
綱
で
掲
げ
た
取
り
組
み

を
具
体
化
し
た
実
行
計
画
で
す
。

そ
の
内
容
は
、
毎
年
、
年
度
ご
と
の
評
価

を
行
い
な
が
ら
、
社
会
情
勢
や
取
り
組
み
の

進
捗
状
況
な
ど
を
考
慮
す
る
中
で
、
取
り

組
み
内
容
の
追
加
や
必
要
に
応
じ
た
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
大
綱
と
改
革
プ
ラ
ン

行
財
政
改
革
大
綱
と
は

大
綱
は
、
飯
田
市
の
行
財
政
改
革
の
取
り

組
み
に
お
け
る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
、
重

点
的
に
取
り
組
む
事
項
な
ど
を
あ
き
ら
か

に
し
た
も
の
で
す
。

行財政改革大綱の位置づけ

第５次飯田市基本構想後期基本計画

５つの基本目標

９つの政策と４２の施策

行財政改革大綱（Ｈ２４～２８年度）

文化経済自立都市を実現するための

めざす都市像を実現するために必要な
財源を確保するために大綱を策定

大綱に基づく取り組みを着実に
実行するために計画を策定

改革プラン（Ｈ２４～２８年度）

第５次飯田市基本構想後期基本計画を着実に推進していくために必要となる財源を確保するととも
に、人口減少に対応する考え方をもって、事務事業全般の精査や施設のあり方の検討を行い、持続可
能な財政基盤の確立に努める。

行政と市民等が協働してまちづくりを進めていくため、行政の役割や責任分担について市民の合意を
得ながら見直しを行い、多様な主体との適切な役割分担を行う。

職員のコンプライアンス意識の徹底や行政活動に対するチェック機能の向上等により公正公平な行
政運営を実施するとともに、選択と集中による視点で効果的で効率的な行政経営と事業やサービスの
重点化を図りながら、市民に信頼されるスリムでコンパクトな行政を目指す。

市
政
だ
よ
り 

〉

財
政﹇
行
財
政
改
革
﹈〉

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
平
成

２４
年
度
〜
２８
年
度
）

h
ttp
://w
w
w
.city.iid

a.lg
.jp

（計画期間：平成２４年度～平成２８年度）（計画期間：平成２４年度～平成２８年度）

飯田市行財政改革大綱及び
改革プランの概要

飯田市行財政改革大綱及び
改革プランの概要

飯田市行財政改革大綱及び
改革プランの概要

■問い合わせ
　　企画課　行政経営係　内線２２２３
　　　 　ikikaku@city.iida.nagano.jp

■問い合わせ
　　企画課　行政経営係　内線２２２３
　　　 　ikikaku@city.iida.nagano.jp
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１２３

４５６７

８９

行財政改革は、時代背景や地域社会の状況を踏まえ、その時々において行政に求めら

れる役割、期待や果たすべき責務を、常に最小の経費で最大の効果を上げながら実現して

いくために、行政が自らを継続的に改革改善していく取り組みです。

飯田市では、昭和６１年度に初めて行政改革大綱を策定し、社会経済状況や行政需要の

変化に対応した改革を継続してきました。

今後、新たな計画期間を平成２４年度から平成２８年度までの５年間と定め、平成１９年度

から取り組んできた行財政改革の取り組みの成果と課題を踏まえる中で、新たな時代にふ

さわしい行財政改革に取り組みます。

行財政改革は、時代背景や地域社会の状況を踏まえ、その時々において行政に求めら

れる役割、期待や果たすべき責務を、常に最少の経費で最大の効果を上げながら実現して

いくために、行政が自らを継続的に改革改善していく取り組みです。

飯田市では、昭和６１年度に初めて行政改革大綱を策定し、社会経済状況や行政需要の

変化に対応した改革を継続してきました。

今後、新たな計画期間を平成２４年度から平成２８年度までの５年間と定め、平成１９年度

から取り組んできた行財政改革の取り組みの成果と課題を踏まえる中で、新たな時代にふ

さわしい行財政改革に取り組みます。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
実
績

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
実
績

平
成
１９
年
度
か
ら
平
成
２３
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
取
り
組
ん
で
き
た
行
財
政
改
革

で
は
、
飯
田
市
行
財
政
改
革
大
綱
の
実
行

計
画
で
あ
る
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

お
い
て
、
改
革
推
進
の
当
初
目
標
額
を
約
３４

億
円
と
掲
げ
、
職
員
定
数
の
削
減
や
給
与
の

抑
制
、
経
費
節
減
、
市
立
病
院
の
歳
入
確
保

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

毎
年
、
取
り
組
み
の
評
価
と
見
直
し
を

行
う
中
、
新
た
な
改
革
項
目
を
加
え
な
が

ら
、
平
成
２２
年
度
ま
で
に
約
７４
億
円
の
効
果

額
を
達
成
し
、
そ
の
財
源
に
よ
り
第
５
次
飯

田
市
基
本
構
想
基
本
計
画
の
目
標
実
現
に

向
け
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
し
て
き
ま

し
た
。

新
た
な
行
財
政
改
革
大
綱
と

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定

改
革
プ
ラ
ン
と
は

行
財
政
改
革
大
綱
と
は

新
た
な
行
財
政
改
革
大
綱
と

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定

こ
れ
か
ら
の
５
年
間
（
平
成
２４
年
度
〜
平
成
２８
年
度
）

に
つ
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
人
口
減
少
時
代
と

い
っ
た
社
会
構
造
の
変
化
に
加
え
、
将
来
の
歳
入
減
少

（
飯
田
市
・
上
村
・
南
信
濃
村
の
合
併
に
伴
う
特
例
で
地

方
交
付
税
に
上
乗
せ
さ
れ
て
い
た
約
８
億
円
の
減
な
ど
）

が
見
込
ま
れ
る
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
思

い
切
っ
た
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
新
た
に
策
定
し
た
飯
田
市
行
財
政
改

革
大
綱
と
そ
の
実
行
計
画
と
な
る
次
期
改
革
プ
ラ
ン
で

は
、
改
革
推
進
の
目
標
額
と
し
て
約
３０
億
円
を
掲
げ
、「
選

択
と
集
中
に
よ
る
事
務
事
業
の
精
査
」
を
徹
底
的
に
行
い

な
が
ら
歳
出
規
模
の
縮
減
（
歳
出
一
般
財
源
の
削
減
）
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
未
来
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
の
た
め
、
新
た
に
「
補
助

金
等
の
見
直
し
」
や
「
施
設
の
あ
り
方
の
見
直
し
」
に
も
踏

み
込
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
後
も
多
様
な
主
体
と
の
協
働
を
図
り
な
が
ら
、
少
子

高
齢
化
社
会
、
リ
ニ
ア
高
速
移
動
時
代
へ
の
着
実
な
準

備
、
第
５
次
飯
田
市
基
本
構
想
後
期
基
本
計
画
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
財
源
確
保
に
向
け
、
さ
ら
な
る
改

革
を
一
層
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

　　市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

行財政改革大綱　　基本方針行財政改革大綱　　基本方針

改
革
プ
ラ
ン
の

　　
改
革
改
善
項
目
と
そ
の
内
容

改
革
プ
ラ
ン
の

　　
改
革
改
善
項
目
と
そ
の
内
容

事
務
事
業
の
再
編
整
理

　
（
事
務
事
業
の
精
査
）

民
間
委
託
等
の
推
進

定
員
の
適
正
化

給
与
等
の
適
正
化

第
３
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し

経
費
節
減
等
の
財
政
効
果

人
材
の
育
成

そ
の
他
の
取
り
組
み

施
設
の
あ
り
方
の
見
直
し

事
務
事
業
の
再
編
整
理

　
（
事
務
事
業
の
精
査
）

行
政
コ
ス
ト
お
よ
び
事
務
効
率
、
事

業
効
果
に
対
す
る
職
員
の
意
識
改
革

を
行
い
、
事
務
改
善
に
よ
る
経
費
の
削

減
を
図
る
と
と
も
に
、
施
策
を
け
ん
引

し
、
施
策
の
目
標
達
成
に
特
に
貢
献
す

る
事
務
事
業
へ
の
重
点
的
な
予
算
配

分
を
行
う
な
ど
、
社
会
構
造
の
変
化
や

財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
事
務
事
業
の

精
査
に
取
り
組
み
ま
す
。

民
間
委
託
等
の
推
進

行
政
が
担
う
役
割
と
サ
ー
ビ
ス
を
明

確
化
す
る
中
で
、
民
間
が
担
う
分
野
へ

の
市
民
、
各
種
団
体
、
事
業
者
な
ど
の

多
様
な
主
体
の
参
入
機
会
の
拡
大
、
民

営
化
や
民
間
へ
の
業
務
委
託
な
ど
の
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

定
員
の
適
正
化

国
の
動
向
や
社
会
情
勢
の
変
化
を
考

慮
し
つ
つ
、
業
務
量
に
適
し
た
職
員
数

を
見
定
め
、適
正
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

給
与
等
の
適
正
化

将
来
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
る
中

で
、
職
員
の
給
与
な
ど
の
見
直
し
を
図

る
な
ど
、適
正
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
３
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し

市
が
主
要
な
出
資
者
で
あ
る
第
３
セ

ク
タ
ー
な
ど
の
経
営
状
況
の
把
握
を
行

う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
た
適
切
な

関
与
を
行
い
ま
す
。

経
費
節
減
等
の
財
政
効
果

①
歳
入
確
保

　　②
経
費
節
減

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
実
現
の
た

め
、
市
税
な
ど
の
収
納
率
の
維
持
・
向

上
に
よ
る
歳
入
確
保
、
事
務
改
善
、
業

務
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
経
費
削
減
な

ど
、
歳
出
規
模
の
適
正
化
や
経
費
節
減

に
取
り
組
み
ま
す
。

人
材
の
育
成

職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵

守
）意
識
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
職

員
研
修
な
ど
の
実
施
に
よ
る
職
員
の
資

質
向
上
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
な
向

上
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
他
の
取
り
組
み

①
組
織
機
構
改
革
に
関
す
る
事
項

新
庁
舎
建
設
に
併
せ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス

機
能
な
ど
の
充
実
を
は
じ
め
、
ス
リ
ム
で

効
率
的
か
つ
第
５
次
飯
田
市
基
本
構
想

後
期
基
本
計
画
の
推
進
に
効
果
的
な
組

織
機
構
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
財
政
運
営
目
標
の
設
定

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
確
保
し
て
い

く
た
め
、
地
方
債
残
高
の
抑
制
を
図
る
と

と
も
に
、
主
要
４
基
金
の
残
高
の
確
保
に

取
り
組
み
ま
す
。

③
補
助
金
等
の
見
直
し

市
が
支
出
す
る
負
担
金
、
補
助
金
、
交
付

金
に
つ
い
て
、
効
果
の
検
証
、
ニ
ー
ズ
の
把

握
を
行
い
、
廃
止
や
縮
減
、
目
的
や
対
象

の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

施
設
の
あ
り
方
の
見
直
し

市
の
施
設
の
管
理
の
効
率
化
、
民
営

化
等
の
推
進
を
は
じ
め
、
人
口
減
少
時

代
に
お
け
る
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
中
で
、施
設
の
拠
点
化
、廃
止
、統
合
、

売
却
、譲
渡
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

行財政改革の取り組みにおける当初目標額（５年間） 約３０億円

改
革
プ
ラ
ン
と
は

行
財
政
改
革
大
綱
で
掲
げ
た
取
り
組
み

を
具
体
化
し
た
実
行
計
画
で
す
。

そ
の
内
容
は
、
毎
年
、
年
度
ご
と
の
評
価

を
行
い
な
が
ら
、
社
会
情
勢
や
取
り
組
み
の

進
捗
状
況
な
ど
を
考
慮
す
る
中
で
、
取
り

組
み
内
容
の
追
加
や
必
要
に
応
じ
た
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
大
綱
と
改
革
プ
ラ
ン

行
財
政
改
革
大
綱
と
は

大
綱
は
、
飯
田
市
の
行
財
政
改
革
の
取
り

組
み
に
お
け
る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
、
重

点
的
に
取
り
組
む
事
項
な
ど
を
あ
き
ら
か

に
し
た
も
の
で
す
。

行財政改革大綱の位置づけ

第５次飯田市基本構想後期基本計画

５つの基本目標

９つの政策と４２の施策

行財政改革大綱（Ｈ２４～２８年度）

文化経済自立都市を実現するための

めざす都市像を実現するために必要な
財源を確保するために大綱を策定

大綱に基づく取り組みを着実に
実行するために計画を策定

改革プラン（Ｈ２４～２８年度）

第５次飯田市基本構想後期基本計画を着実に推進していくために必要となる財源を確保するととも
に、人口減少に対応する考え方をもって、事務事業全般の精査や施設のあり方の検討を行い、持続可
能な財政基盤の確立に努める。

行政と市民等が協働してまちづくりを進めていくため、行政の役割や責任分担について市民の合意を
得ながら見直しを行い、多様な主体との適切な役割分担を行う。

職員のコンプライアンス意識の徹底や行政活動に対するチェック機能の向上等により公正公平な行
政運営を実施するとともに、選択と集中による視点で効果的で効率的な行政経営と事業やサービスの
重点化を図りながら、市民に信頼されるスリムでコンパクトな行政を目指す。

市
政
だ
よ
り 

〉

財
政﹇
行
財
政
改
革
﹈〉

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
平
成

２４
年
度
〜
２８
年
度
）

h
ttp
://w
w
w
.city.iid

a.lg
.jp

（計画期間：平成２４年度～平成２８年度）（計画期間：平成２４年度～平成２８年度）

飯田市行財政改革大綱及び
改革プランの概要

飯田市行財政改革大綱及び
改革プランの概要

飯田市行財政改革大綱及び
改革プランの概要

■問い合わせ
　　企画課　行政経営係　内線２２２３
　　　 　ikikaku@city.iida.nagano.jp

■問い合わせ
　　企画課　行政経営係　内線２２２３
　　　 　ikikaku@city.iida.nagano.jp



南信州ステージでは、飯田駅前をスタート（８：４５）してパ
レード走行した後、下久堅周回コースを１２周、松尾総合運動
場のフィニッシュ（１４：００ころ）まで、全長１４８.０kmを走ります。
「本場欧州に匹敵する」と言われる山岳コースです。

飯田市民の福島晋一選手は、マレーシアチーム「トレンガ
ヌ・サイクリングチーム」のメンバーとして参加します。福島
選手は「ボンシャンス飯田」の代表を務めています。

ツアー・オブ・ジャパンでは、各チーム上位３人の合計タイ
ムで競うチーム戦と、一人ひとりのタイムやポイントで競う個
人戦が同時に行われます。（今年は海外６チーム、国内１０
チーム、総勢９６選手が参加）

ツアー・オブ・ジャパンの季節が
やってきました。２年前はゴール
前に牽制して優勝を逃してしまい
ましたが、今年はその無念を晴ら
したいと思います。
今年はマレーシア籍のチーム「ト

レンガヌ・サイクリングチーム」で参戦します。このチームには
去年から所属していますが、マレーシアの東海岸のトレンガヌ
州の州政府がメインスポンサーのチームです。
ウミガメの産卵地でも有名な地域ですが、ウミガメを保護

しているのかと思いきや、ウミガメの玉子の料理があるほどウ
ミガメが多い地域です。
自分も飯田に住み始めてから６年目を迎えました。年齢も

４０歳を超え、本来ならば引退している年齢ですが、楽しく走れ
ている限り続けていきたいと思います。
一緒にツアー・オブ・ジャパンを楽しみましょう！

トレンガヌ・サイクリングチーム　福島 晋一

飯田市のみなさんへ飯田市のみなさんへ飯田市のみなさんへ

※コース・交通規制など詳細はチラシをご覧ください。

市
民
バ
ス

路
線
バ
ス

高
速
バ
ス

乗
合
タ
ク
シ
ー

５/２３ 市民バス・路線バスなど運行変更のお知らせ５/２３ 市民バス・路線バスなど運行変更のお知らせ

循環線
（右回り）

大休線

駒場線
（市立病院
経由）

駒場線

阿島循環線
（右回り）

阿島循環線
（左回り）

遠山郷線

名古屋線
長野・松本線

竜東線

企画課　内線２２２６
信南交通　 ０２６５（２４）０００５
アップルキャブ　 ０２６５（２８）２８２８

▲

問い合わせ
●市民バス
●路線バス・高速バス
●乗合タクシー

７：２３ 飯田病院前発
○飯田駅前（８：１６）を一茶堂付近に移動します

８：２８ 飯田病院前発
○飯田駅前（８：３０）を高安外科医院前に移動します
○中央通り３丁目（８：３１）、中央通り１丁目（８：３２）、
飯田橋、ＪＡみどりの広場、西鼎には止まりません

８：００ 飯田駅前発
○飯田駅前（８：２５）を紅谷洋菓子店付近に移動します

７：４０ 曽山入口発
○東中央通り、中央広場、中央通り３丁目には止
まりません
○飯田駅前（８：３６）をメナード化粧品付近に移動します

８：１０ 曽山入口発
○飯田駅前（８：４４）を高安外科医院前に移動します

８：１５ 飯田駅前発
○飯田駅前四川料理の楽楽鮮付近に移動します

７：２８ 飯田病院前発
○飯田駅前８：４６をメナード化粧品付近へ移動します

１２：１８ 飯田病院前発
○ほっ湯アップルには止まりません

６：５３ 飯田病院前発
○飯田駅前８：１２を紅谷洋菓子店付近へ移動します

８：５５ かぐらの湯発
○北原には止まりません

１３：３０ 飯田駅前発
○市立病院以降７分遅れで停留所に止まります

８：３４ 飯田駅前発（名古屋線）
８：３９ 飯田駅前発（長野線）
○飯田駅前を高安外科医院前へ移動します

１０：００ 上久堅上エリア発　飯田行き
１１：００、１３：００ 飯田病院前・飯田駅前発　上久堅行き
○下久堅南エリア、知久平エリア、上虎エリア、
下虎エリア、ほっとアップルには止まりません

■問い合わせ　観光課　 ０２６５（２２）４８５１■問い合わせ　観光課　 ０２６５（２２）４８５１

日本最大級の国
際公認レース「ツ

アー・オブ・ジャパ
ン」。

　　　中でもこの「
南信州ステージ

」は、コースの良さ
だけではなく、

　　　　地域を挙げ
ての応援・沿道で

の観戦も評価さ
れています。

　　　　　　今年は、ど
んなドラマが待っ

ているのでしょう
か。

日本最大級の国
際公認レース「ツ

アー・オブ・ジャパ
ン」。

 中でもこの「南信
州ステージ」は、コ

ースの良さだけで
はなく、

  地域を挙げての
応援・沿道での観

戦も評価されてい
ます。

   ２年ぶりの開
催となった今年は

、どんなドラマが

                    
                    

        待っている
のでしょうか。

この事業は、競輪の補助金を受けて実施します。

http://ringring-keirin.jp

/ ㈬５２３/ ㈬５２３
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粗
大
ゴ
ミ
の
戸
別
収
集
を
行
い
ま
す

粗
大
ゴ
ミ
の
戸
別
収
集
を
行
い
ま
す

粗
大
ゴ
ミ
の
戸
別
収
集
を
行
い
ま
す

家
庭
か
ら
発
生
す
る
粗
大
ご
み
の
な
か
で
、「
集
積
所
に
出
せ
な
い
大
き
さ
で
処
分
場
に
も
運
べ
な
い
」

と
い
っ
た
事
情
で
処
分
に
お
困
り
の
方
は
、有
料
で
戸
別
収
集
し
ま
す
。

家
庭
か
ら
発
生
す
る
粗
大
ご
み
の
な
か
で
、「
集
積
所
に
出
せ
な
い
大
き
さ
で
処
分
場
に
も
運
べ
な
い
」

と
い
っ
た
事
情
で
処
分
に
お
困
り
の
方
は
、有
料
で
戸
別
収
集
し
ま
す
。

■問い合わせ　環境課　廃棄物対策係　内線５２４４

◆冷蔵庫、冷凍庫、エアコン、テレビ、衣類乾燥機、
洗濯機、パソコン、スプリングマット
※これらの回収はお問い合わせください

◆農業用や事務用など
事業系のもの

◆焼却炉

応接セット、机、本棚、

大型ステレオ、

大型健康器具　など

対象になるもの 対象にならないもの

申込方法
まず回収を希望する粗大ごみの３辺を測り、メモする。
このメモと、右表による手数料を持って対象地区の自治
振興センター、市役所環境課窓口でお申し込みください。

受付時間

午前８時３０分～午後５時１５分

申込受付期間 （土・日曜日を除く）

収集日時
申込受付月の下旬予定です。後日、収集業者が直接ご連絡します。
※収集場所は、２㌧車が入れる場所とします。玄関先、庭先まで粗大ごみを出していただくようお願いします。

受　付　期　間 対　象　地　区

６月１日（金）～８日（金） 山本、伊賀良

橋北、橋南、羽場、丸山、
東野、松尾、下久堅、
上久堅、鼎、上村、南信濃

７月２日（月）～９日（月）

８月１日（水）～８日（水）
座光寺、上郷、千代、龍江、
竜丘、川路、三穂

※手数料には、ごみ処理費用負担分が
　含まれています。

長さ、幅、高さの合計 手数料合計

１５０㎝未満 １,１５０円
１５０㎝以上　２００㎝未満 １,８００円
２００㎝以上　２５０㎝未満 ２,４５０円
２５０㎝以上　３００㎝未満 ３,１００円
３００㎝以上　３５０㎝未満 ３,７５０円
３５０㎝以上　４００㎝未満 ４,４００円
４００㎝以上　４５０㎝未満 ５,０５０円
４５０㎝以上　５００㎝未満 ５,７００円
５００㎝以上 収集しません

高
さ

長さ 幅

　環
境
省
で
は
６
月
を
環
境
月

間
と
し
、
６
月
５
日
を
環
境
の

日
と
定
め
て
い
ま
す
。

　こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
水
道
環

境
部
で
は
市
内
の
上
下
水
道
と

環
境
関
係
施
設
の
見
学
会
を
行

い
ま
す
。

▼
対
象

　

　小
学
生
以
上
（
小
学
校
低
学

年
は
保
護
者
同
伴
）

▼
定
員

　２０
人

▼
日
時

　６
月
２
日
㈯

　午
前
８
時
１５
分
集
合
（
午
前

８
時
２０
分
出
発
）

▼
集
合
場
所

　市
役
所
玄
関
前

▼
見
学
施
設

○
妙
琴
浄
水
場

　午
前
８
時
３５
分
～
９
時
３５
分

○
松
尾
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー 

午
前
１０
時
～
１０
時
４０
分

○
最
終
処
分
場
（
グ
リ
ー
ン
バ

レ
ー
千
代
）

　午
前
１１
時
～
１１
時
４０
分 

※
市
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動

し
ま
す
。

▼
申
込
受
付

　５
月
２１
日
㈪
～

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま

す
。

▼
身
支
度

　動
き
や
す
い
服
装
（
軽
装
・

運
動
靴
な
ど
）

▼
そ
の
他

　雨
天
決
行
（
雨
具
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
）

※
当
日
上
記
時
間
に
、
直
接
施

設
へ
お
越
し
い
た
だ
い
て
も

見
学
で
き
ま
す
が
、
資
料
準

備
の
都
合
上
、
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

環
境
課

　環
境
保
全
係

内
線
５
２
４
８

見
て
み
よ
う
！
水
道

　

下
水
道
・
環
境
施
設

■問い合わせ
結いターンキャリアデザイン室
内線３５１２
http://www.yuiturn.net/
yuiturn@city.iida.nagano.jp

U
タ
ー
ン
I
タ
ー
ン
を

応
援
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

結
い（
U
I
）タ
ー
ン
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　市
営
西
部
霊
園
に
つ
い
て
は

随
時
募
集
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
こ
の
た
び
、
新
た
に
増

設
し
た
２８
区
画
に
つ
い
て
左
記

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
開
始
時
期

　６
月
１
日
㈮

▼
募
集
す
る
霊
園

　西
部
霊
園

　中
村
１
５
８
９

▼
募
集
区
画

　２８
区
画

▼
面
積

　４
㎡

▼
永
代
使
用
料

　５９
万
円

▼
管
理
料

　
　３
千
円
／
年

▼
応
募
資
格

　

　市
内
に
お
住
ま
い
か
本
籍
を

有
す
る
方
で
、
お
墓
が
な
く

お
困
り
の
方
。
生
前
で
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。

▼
申
込
方
法

環
境
課
に
用
意
し
て
あ
る
申

込
書
に
、
住
民
票
・
戸
籍
謄

本
各
１
通
を
添
え
て
、
環
境

課
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
受
付
は
先
着
順
に
な
り
ま

す
。

※
事
前
に
募
集
聖
地
の
位
置
を

確
認
さ
れ
た
い
方
は
、
環
境

課
に
位
置
図
を
用
意
し
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
、
平
日
の
午
前

８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５

分
ま
で
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

　環
境
課

　環
境
衛
生
係

　内
線
５
２
４
１

　

市
営
霊
園
使
用
者
募
集

参加を希望する方は、所定の申込用紙により、飯田
まつり協議会事務局まで提出してください。
なお、用紙につきましては、飯田まつり（りんごん）の
ウェブサイトよりダウンロードできます。

〒３９５-００４４ 飯田市本町１-２まちなかインフォメーションセンター
 ０２６５（２２）４８５１（直通）　  ０２６５（２２）４５６７
http://www.city.iida.lg.jp/ii-maturi/
Eメール　ii-maturi@city.iida.nagano.jp

応募方法 応募・問い合わせ 飯田まつり協議会事務局（観光課内）

飯田りんごん参加者募集飯田りんごん参加者募集

開催日 ８月４日㈯

第31回

手ぬぐい代の一部を東日本大震災の被災者への
復興支援金とさせていただきます。

飯田りんごんを企画･運営する
りんごん市民事務局(ボランティア)も
募集中です

飯田の熱い夏を

一緒に演出してみません
か

りんごん踊り

りんごん写真コンテスト メッセージ花火

ふれあいアップルタウン２０１２りんごん踊り

りんごん写真コンテスト メッセージ花火

ふれあいアップルタウン２０１２

りんごんの一瞬を見逃すことなく、多くの皆さんから作
品を募集します。

◆募集締切／９月４日㈫

◆内　　容／昼間の部、りんごん踊りの部

夜空をあざやかに彩る花火にメッセージを
添えて打ち上げます。

◆募集締切／６月８日㈮

◆花火寄付／一口 ５,０００円（３寸一発）
全戸配布のパンフレットに番付とメッセージを掲載します。

もちろん、当日の飛び入り参加も可能ですが、事前にグ
ループ（連）がまとまれば、ぜひ申し込みをお願いします。
（りんごん大賞・アレンジ部門・コスチューム部門）

◆時　　間／午後７時～８時４５分（予定）

◆募集締切／６月８日㈮

昼間の歩行者天国の時間から、多くのみなさんが楽し
めるまつりとなるように、熱いパフォーマンスと
して発表いただける団体を募集します。

◆時　　間／午前１１時～午後６時（予定）

◆募集締切／６月８日㈮

▼
日
時

　５
月
１９
日
㈯
・

２０
日
㈰
の
２
日
間

　午
前
９
時
～
午
後
３
時
ま
で

※
雨
天
決
行

▼
会
場

　飯
田
市
立
動
物
園

▼
参
加
資
格

　保
育
園
、
幼
稚
園
の
園
児
お

　よ
び
小
中
学
校
の
児
童
生
徒

▼
入
賞

　金
賞
、
銀
賞
、
入
選
、
佳
作

※
特
別
賞
と
し
て
金
賞
の
中
か

　ら
、
県
知
事
賞
、
市
長
賞
ほ

　か
７
点
を
表
彰
し
ま
す
。
表

　彰
伝
達
式
は
、
７
月
上
旬
予

　定
で
す
。

※
画
用
紙
は
当
日
動
物
園
に
て

　無
料
配
布
。
絵
具
、
画
板
な

　ど
は
、
参
加
者
が
用
意
し
て

　く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　飯
田
市
立
動
物
園

０
２
６
５（
２
２
）０
４
１
６

飯
田
市
立
動
物
園

写
生
大
会
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　女
性
の
み
な
さ
ん
に
、
生
き

生
き
と
農
業
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
た
め
に
開
講
し
ま
す
。

　食
を
切
り
口
に
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
の
実
践
、
農
産
物
の
加
工
な

ど
を
通
し
て
農
業
の
魅
力
を
学

び
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
対
象 

　

　農
業
に
関
心
が
あ
る
女
性
、

ま
た
は
農
業
を
し
て
い
る
女

性
で
通
年
参
加
で
き
る
方

▼
定
員

　３０
人

▼
受
講
料

　

　材
料
費
実
費
負
担

飯
田
あ
ぐ
り
女
学
院

▼
開
講
式
・
第
１
回
講
座

○
日
時

　６
月
５
日
㈫

午
後
１
時
３０
分
か
ら

○
場
所

Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
営
農
部

   

２
階
第
３
会
議
室（
鼎
東
鼎
）

○
講
演
会
「
人
を
愛
し
、
地
域

　を
愛
し
、
農
業
を
愛
し
て
」

○
講
師

　太
田
い
く
子
さ
ん
（
千
代
）

※
開
講
式
の
み
の
聴
講
も
可
。

※
月
１
～
２
回
、
平
日
の
昼
間

に
開
催
予
定
で
す
。

※
都
合
に
よ
り
、
内
容
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
第
２
回
目
以
降
の
内
容
は
左

表
の
通
り
で
す
。

▼
申
込
締
切

　５
月
２２
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　農
業
課

　農
村
振
興
係

　

０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７

▼
第
２
回
講
座
テ
ー
マ

　「
東
日
本
大
震
災
の
哀
し
み

の
中
で
生
き
る
力
と
な
っ
た

賢
治
の
言
葉
と
作
品
」

　～
妻
に
先
立
た
れ
た
私
の
体

験
も
合
わ
せ
て
～

▼
日
時 

　５
月
２７
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

▼
場
所  

　飯
田
市
立
中
央
図
書
館

２
階
研
修
室

▼
講
師 

　

　中
繁
彦
さ
ん

▼
参
加
費

　５
０
０
円

▼
主
催

　飯
伊
婦
人
文
庫
・
中

央
図
書
館

※
今
年
度
の
文
学
連
続
講
座
は

５
講
座
を
予
定
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　第
３
回
以
降
に
つ
い
て
は
詳

　細
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ

　し
ま
す
。

　宇
宙
を
の
ぞ
こ
う
。

▼
テ
ー
マ

　
　

  

金
環
食
の
楽
し
み
方
と
春
の

　星
座
・
土
星

▼
講
師

　平
沢
喜
代
重
さ
ん

   

奥
村
茂
実
さ
ん

▼
講
座

　金
環
食
に
つ
い
て

○
日
時

　５
月
１２
日
㈯ 

   

午
後
３
時
３０
分
～
５
時

○
会
場

　

   

美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

▼
観
望
会

　春
の
夜
空
と
土
星

○
日
時

　５
月
１２
日
㈯ 

   

午
後
７
時
～
８
時
３０
分

○
集
合

　

　美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

文
学
連
続
講
座

飯田あぐり女学院内容（予定）

月 ２回目以降の講座内容

６月

８月

７月

９月

１０月

１１月

1月

12月

２月

大豆播種

枝豆を味わう（大豆畑手入れ）

米と米粉の料理

いちご苗の植え付け

大豆収穫、脱穀

納豆作り

いちご狩り、ジャム作り体験

味噌・豆腐作り

３月 そば打ち体験、閉講式

地元を知るツアー
アサギマダラの里、よこね田んぼ 、昼食：ふれ
あい農園おおた、施設栽培花農家、生活菜園

冬の風土料理
赤飯、凍み大根、ねぎとイカのぬた、粕汁、
干し柿のヨーグルト和え

美
博
の
天
文
講
座

美
博
の
自
然
講
座

　伊
那
谷
の
自
然
を
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
学
び
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　く
さ
ば
な
の
一
生

○
講
師

　千
葉
悟
志
さ
ん
（
大

　町
山
岳
博
物
館
学
芸
員
）

○
日
時

　５
月
１２
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

○
会
場

　美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

▼
テ
ー
マ

　松
本
地
震
と
長
野

　県
北
部
地
震

○
講
師

　大
塚
勉
さ
ん
（
信
州

　大
学
教
授
）

○
日
時

　５
月
１９
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

○
会
場

　美
術
博
物
館
講
堂

▼
問
い
合
わ
せ

　

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

追
手
町
小
学
校

　
　
　

化
石
標
本
室
の
公
開

　６
月
３
日
㈰

▼
時
間

　

　午
前
１０
時
～
午
後
４
時

▼
会
場

　追
手
町
小
学
校
化
石
標
本
室

▼
そ
の
他

　

　観
覧
無
料
で
す
。
ど
な
た
で

　も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

※
正
面
玄
関
向
か
っ
て
右
側
の  

階
段
か
ら
お
入
り
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８ 

▼
問
い
合
わ
せ

　中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

▼
公
開
日

　５
月
３
日
㈷
・
４

　日
㈷
・
５
日
㈷
・
２０
日
㈰
・
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旬
の
一
番
料
理
教
室

し
な
の
食
大
学
募
集

▼
内
容

　左
表
の
と
お
り

▼
参
加
費

　前
期
４
千
円
・
後
期
４
千
円

▼
定
員

　４０
人

▼
申
込
方
法

　郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切

　５
月
２８
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
０
０
３
４

飯
田
市
追
手
町
２
―
６
７
８

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
内

飯
伊
調
理
師
会

０
２
６
５（
２
３
）０
３
０
３

火災情報

○○時○○分、飯田市○○で建物火災が発生しました。

市では、火災発生や事件・事故などの情報を
メールで配信しています。このサービスを利用す
るためには、次のとおり利用者登録が必要で
す。ぜひ登録をしてください。

◆登録方法◆

登録上の注意
○すべての情報が必要な場合は、それぞれ登録をしてください。

○携帯電話の設定でインターネットからのメールを受信拒否している場合は、
city.iida.nagano.jpを受信したいメールドメインの項目に登録してください。

○URL付きメールの受信を許可してください。

携帯電話またはパソコンから、次のアドレスにメールを送信し
てください。(題名や本文を入力する必要はありません)

返信メールに記載された登録用ホームページのアドレス（URL）
をクリックしてください。

ガイダンスに従って利用者登録をしてください。（登録完了）

◆登録の取り消し方法◆
次のメールアドレスにメールを送信し、返
信メールに記載された取り消し用ホームペー
ジアドレス（ＵＲＬ）をクリックし、ガイダンスに
従ってください。

●火災情報の取り消し
iida.kjbye@mpme.jp

●火災以外の情報の取り消し
iida.jhbye@mpme.jp

■問い合わせ
　秘書課　情報システム係　内線２２２７

いいだ安全・安心メール
を配信しています

333手順

222手順

111手順

事件・事故情報、不審者情報、気象・災害警報、
行方不明者情報、その他の情報

火災情報 iida.kj@mpme.jp

iida.jh@mpme.jp

登録用QRコード
火災情報 その他の情報

旬の料理一番教室　しなの食大学

萩原幸夫 他
指導員

１

２

３

４

５

６

期日時間 開催場所 講義内容 講師（予定）

６月２１日㈭
１０：００～

１３：００

７月１９日㈭
１０：００～

１３：００

９月２０日㈭
１０：００～

１３：００

１０月１８日㈭
１０：００～

１３：００

１１月１５日㈭
１０：００～

１３：００

１０月３日㈬
終日

①開講式
②講話「長寿県長野」
でいつづけよう
③実習

夏野菜料理
地産・地消で（地元旬
の野菜を使った料理）

長野県調理師会
料理コンクールに
出品しよう

飯田保健
福祉事務所
健康づくり支
援課担当係長
小野希代子さん

①飯田・下伊那の
      野菜農家を知る
②料理実習

伊那谷の
行事食を学ぶ

①料理コンクール
長野大会見学

ホテル圓山荘
（戸倉上山田）

②直売所　現地研修

鼎公民館

鼎公民館

鼎公民館

現地

鼎公民館

鼎公民館

松澤喜好 他
指導員

萩原幸夫
田中指導部
幹事

ＪＡ
調理師会

ＪＡ
調理師会

郷土史家
普及センター
食改

7
１月２４日㈭
１０：００～

１３：００

冬の野菜料理
地産・地消で（地元旬
の野菜を使った料理）

鼎公民館

8 ２月２１日㈭

春先取り料理
地産・地消で（地元の
食材を使った料理）

鼎公民館

9
反省会食事会
修了証授与

波田野良定 他
指導員

飯田・下伊那地域コミュニティサイト

http://www.minapo.jp

まちづくり委員会などの地域の団体やボランティア
をはじめとする各種グループやサークル、またＮＰＯや企
業など南信州で活動するあらゆる団体の皆さんによっ
てつくるコミュニティサイトです。

加入には、団体加入と構成メンバー
　の加入が必要です。

加入者募集加入者募集
（加入方法は

、サイトをご覧
ください）

問い合わせ

地域づくり・庶務課 　内線２１１３
「南信州ぽぉたる」運営団体　ＮＰＯ法人くらりnet
　　０２６５（５６）８０５６

※団体加入には、
負担金が必要
となります。
情報はケーブル
テレビのデータ
放送でも配信さ
れます。
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　藤
本
四
八
写
真
文
化
賞
は
、

藤
本
四
八（
飯
田
市
松
尾
出
身
）

の
写
真
家
と
し
て
の
業
績
と
功

績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
日
本

の
写
真
文
化
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
願
っ
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　２
年
に
一
度
、
表
彰
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
第

８
回
目
の
受
賞
作
品
が
決
ま
り

ま
し
た
。

▼
授
賞
式
・
受
賞
記
念
講
演
会

○
期
日

　５
月
１２
日
㈯

○
場
所

　美
術
博
物
館
講
堂

○
日
程

・
授
賞
式

　午
後
２
時
～
３
時

・
受
賞
記
念
講
演
会

　午
後
３
時
～
４
時
３０
分

○
講
演
者

　桜
井
秀
さ
ん

※
ど
な
た
で
も
ご
聴
講
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
受
賞
作
品
展
覧
会

○
場
所
（
飯
田
会
場
）

　美
術
博
物
館

○
会
期

　５
月
１２
日
㈯
～
６
月
１０
日
㈰

　（
月
曜
日
休
館
）

○
観
覧
料

　大
人

　
　
　
　３
１
０
円

　高
校
生

　
　
　２
０
０
円

　小
・
中
学
生

　１
０
０
円

○
場
所
（
東
京
会
場
）

　東
京
キ
ャ
ノ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　銀
座
（
東
京
都
中
央
区
銀
座

　３
│
９
│
７
）

○
会
期

　７
月
５
日
㈭
～
７
月
１１
日
㈬

○
観
覧
料

　無
料

※
飯
田
市
出
身
の
藤
本
四
八

は
、
近
代
社
会
の
成
長
の
中

で
忘
れ
が
ち
で
あ
っ
た
日
本

の
文
化
の
こ
こ
ろ
を
、
カ
メ

ラ
の
目
を
通
し
て
い
ち
早
く

人
々
に
伝
え
た
写
真
家
で

す
。
日
本
の
環
境
や
文
化
の

素
晴
ら
し
さ
を
私
た
ち
に
再

認
識
さ
せ
て
く
れ
た
写
真
家

で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

藤
本
四
八
写
真
文
化
賞

授
賞
式
・
受
賞
記
念
講
演
会

市の
ウェブサイトを

ご覧ください

市の
ウェブサイトを

ご覧ください

市の
ウェブサイトを

ご覧ください
飯田市役所

わが家の結いタイムわが家の結いタイムわが家の結いタイム
家庭共育

親が育つ

子どもが育ち

～家族のふれあいのために～

●テレビ・パソコン・ゲームのスイッチを切り、家族の
会話をしましょう。

●食事の時は、みんなと約束をしてテレビのスイッチ
を切りましょう。

●テレビ・パソコン・ゲームの見方・使い方を家族で
約束しましょう。

●家庭で読書の日を作りましょう。

●わが子へ自分の声で本を読んで聞かせましょう。

●本を通して親子で語り合いましょう。

●食卓の準備・掃除・ゴミ捨て・洗濯など身の回りのでき
ることから始めましょう。

●お手伝いを通して親子でふれあいましょう。

●わが家の生活を学び、感謝の気持ちを持ち合いましょう。

●まずは、大人から声がけをする気持ちを大切にしまし
ょう。

●「おはよう」「いただきます」
「ありがとう」「ごめんなさい」
など言葉を交わすことから始めましょう。

●あいさつで、家族の輪を広げましょう。

■問い合わせ
　　　生涯学習・スポーツ課　　内線３５７１

◆結いタイムの情報はこちらから
　　　http:/ /chiikuryoku.net/

毎月第３日曜日は 「結いの日（家庭の日）」

家族で話す時間をつくりましょう。
家族でお手伝いの機会をつくりましょう。
家族で読書の時間を持ちましょう。
家族みんなで地域行事に参加しましょう。

家族が一緒に過ごす時間を「結いタイム」と名づけました。

「みずひき」で家族のコミュニケーションを深め、お互いの

心を通わせてみませんか？

２０１２.５.１［広報いいだ］21
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

春のムシ探検
５月１９日㈯　９：００～１１：３０　　対象：幼児～成人
講師：四方圭一郎 （美術博物館）
内容：天龍峡で虫をつかまえよう！

小川で魚取り
５月２６日㈯　９：００～１１：００　　対象：幼児～小２年
講師：堤久 （かわらんべスタッフ）
内容：かわらんべの小川で魚をつかまえよう！

子アユの放流と魚とり
５月２７日㈰　９：００～１１：３０　　対象：幼児～成人
講師：柳生将之 （かわらんべスタッフ）
内容：久米川での魚とりと、天竜川へのアユの

放流を楽しもう！

草木の挿し木
６月２日㈯　９：００～１１：３０　　対象：幼児～成人
講師：堤久 （かわらんべスタッフ）
内容：９月に寄せ植えする草木の挿し木をします。

ウシガエル捕獲作戦
６月３日㈰　９：００～１１：００　　対象：幼児～成人
講師：柳生将之 （かわらんべスタッフ）
内容：水辺の楽校でウシガエルや

オタマジャクシをつかまえよう！

絵手紙講座
６月７日㈭　９：００～１１：００　　対象：成人
講師：黒河内秀幸 （日本絵手紙協会）
内容：絵手紙を楽しく描きます。

メダカの水槽作りと飼育
６月９日㈯　９：００～１１：００　　対象：幼児～成人
講師：堤久 （かわらんべスタッフ）
内容：メダカの水槽作りを楽しんで、

飼育の仕方を学ぼう！

写真講座
６月１３日㈬　９：００～１１：００　　対象：成人
講師：宮島功 （飯田市写真家）
内容：デジカメで花や風景の撮影を学びます。

※材料がなくなり次第終了します

「春色白玉づくり」
５月２０日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：１５０円

「窯焼きピザづくり（和風みそ）」
６月３日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：２００円

「ペットボトルで砂時計づくり」
６月１０日㈰　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
場所：土の工房

「季節の草木染め」
５月１９日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
場所：なかまの館

「春の虫調査隊」
５月２７日㈰　集合時間：①１０：００　②１３：００
参加費：３０円（保険料）　集合場所：なかまの館
講師：四方圭一郎 （美術博物館・学芸員）

「初夏の植物調査隊」
６月９日㈯　集合時間：①１０：００　②１３：００
参加費：３０円（保険料）　集合場所：なかまの館
講師：蛭間 啓　（美術博物館・専門研究員）

「親子であそぼ♪」
５月１６日㈬　１０：３０～１１：３０

「てるてるぼうずづくり」
５月２６日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００

「親子であそぼ♪」
６月１３日㈬　１０：３０～１１：３０

「浮沈子を作ろう」
５月１３日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００

「プチ凧を作ろう」
５月１９日㈯　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００

「プラカップの七変化」
５月２０日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００

「おかえりコロコロを作ろう」
５月２７日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００ NEW

NEW

NEW

「子どもの森公園 写生大会」
６月２日㈯　９：３０～１５：００
主催：国際ソロプチミスト飯田
持ち物：画用紙以外の画材
～入賞作品は６月８日～６月２６日の間公園内に展示されます

表彰式は６月１０日におこなわれます。～

「子どもと抹茶を楽しむ」
５月２０日㈰　１２：００～１４：３０ 場所：原っぱ・風の回廊　
主催：HRDつつじ会

「けん玉教室」
６月９日㈯　１３：３０～１５：３０　場所：なかまの館
講師：アップルけん玉クラブのみなさん

森森子ども大学（子ども体験学習）

特別企画

その他のイベント

食の工房体験学習

土の工房体験学習

森森探険隊

なかまの館体験学習

木の工房体験学習

◆◆◆　理科実験ミュージアム問い合わせ先　◆◆◆
生涯学習・スポーツ課　 内線３５７９

理科実験ミュージアム
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴をお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください

材料費・参加費については、特に記載のないものは無料
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６　
http://www.city.iida.lg.jp/zoo/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
　http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/kawaranbe/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

愛鳥週間
５月８日㈫～２０日㈰

写生大会
５月１９日㈯・２０日㈰
９：００～１５：００

ブリちゃんのお散歩
５月１９日㈯・２０日㈰　１５：００～ （雨天中止）

君も飼育員！　～飼育体験～　予約期間①
５月１９日㈯～２７日㈰
募集方法：①事務所付近にある応募用紙に記入し提出
　　　　　　　　　②飯田市立動物園への電話での受付

君も飼育員！　～飼育体験～　詳細
６月１６日㈯・１７日㈰
８：００～１６：３０　（午前中のみも可）
年齢制限：小学生～大人　（小学校低学年は保護者同伴）

羊毛で遊ぼう
５月２６日㈯・２７日㈰　１３：３０～１５：００

てるてるポップづくり
６月２日㈯・３日㈰
受付時間（当日）：１３：００～１４：３０
工作時間：１３：３０～１５：００　　材料費：１つ５０円

動物おやじギャグ募集
６月２日㈯～１７日㈰

本の中の動物にふれよう！
６月９日㈯・１０日㈰
１回目　１１：３０～１２：００／２回目　１３：３０～１４：００

フサオマキザルのクルミ割り＆レモンこすりを見よう
１１：００～ （雨天中止）

モルモット、ヤギ・ヒツジ、リクガメのふれあい
１１：００～１２：００ （雨天中止）

ビーバーの巣直しみれるかな？
１４：４５～
ビーバーの活動開始時間によって、
変更する場合があります。

君も飼育員！　～飼育体験～　予約期間②
６月９日㈯～１７日㈰
募集方法：①事務所付近にある応募用紙に記入し提出
　　　　　　　　　②飯田市立動物園への電話での受付

君も飼育員！　～飼育体験～　詳細
７月７日㈯・８日㈰
８：００～１６：３０　（午前中のみも可）
年齢制限：小学生～大人
（小学校低学年は保護者同伴）

かわらんべウォーキング
５月１７日㈭　１５：００～１６：３０　　対象：小３年～成人
講師：酒井浩文 （ソウル五輪競歩代表）
内容：天龍峡の遊歩道をウォークしよう！

１日１組

３人まで

１日１組

３人まで

１日１５人

毎週土日・祝日のイベント

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ　　飯田文化会館人形劇のまちづくり係

　　　　　　　　　　　０２６５（２３）３５５２ 　 ０２６５（２３）３５３３

１３：３０～１４：００

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

いいだ人形劇フェスタ２０１２　有料公演チケット先行発売
６月４日㈪～　 飯田文化会館・市内平安堂

竹田扇之助記念国際糸操り人形館　展示替えのお知らせ
３月末に展示替えを行いました。
本年度の展示テーマは「神（かむ）さび－本物の美しさ」です。

６月２日㈯　２０：１０　 川本喜八郎人形美術館エントランス下
出演：今田人形座

人形劇を上演したい人のための人形劇公演
５月１３日㈰　１１：００　 飯田文化会館  出演：人形劇団パン５月１３日㈰　１１：００　 飯田文化会館  出演：人形劇団パン

人形劇ワークショップ成果発表公演
７時５５分劇場特別版　人形劇ワークショップ発表公演
６月６日㈬　１９：５５　 飯田人形劇場
７時５５分劇場特別版　人形劇ワークショップ発表公演
６月６日㈬　１９：５５　 飯田人形劇場

江戸の灯りで楽しむ人形芝居
６月２日㈯　２０：１０　 川本喜八郎人形美術館エントランス下
出演：今田人形座

３月２４・２５日の２日間、「こまどり映画こまねこ」の監
督合田経郎さんとアニメーターの峰岸裕和さんをお
招きして、人形アニメーションづくりを体験するワーク
ショップを開催しました。８人の参加者が２グループに
分かれて、それぞれ約１分の人形アニメーションをつ
くりました。完成作品は、６月６日の人形劇ワークショッ
プ発表公演で上映
する予定です。また、
本年度も、人形アニ
メーションを体験する
ワークショップや、作
品制作を行う事業を
計画していますので、
興味のある方は是非
ご参加ください。

人形アニメーション
体験ワークショップの報告

報告

※詳細は２６頁に掲載

撮影中の参加者と合田監督

※詳細は２６頁に掲載



りんご並木のエコカフェ Info

お茶でも飲みながらみんなで楽しく
　　　　　　エコライフを学んでみませんか

りんご並木のエコカフェ Info

お茶でも飲みながらみんなで楽しく
　　　　　　エコライフを学んでみませんか

りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話＆FAX ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００）

申し込み・問い合わせ

りんご並木のエコハウスを活用して、暮らしの中の風物詩を味わい、暮らしの中の知恵を学ぶ

「りんご並木のエコカフェ」を開催します。ぜひお気軽にご参加ください。

※持ち物など詳細はお問い合わせください。

開　催　日 時　間 テ　ー　マ 参　加　費 申込締切日

開　催　日 テ　ー　マ 参　加　費５
月
の

エ
コ
ハ
ウ
ス

ギ
ャ
ラ
リ
ー

５月１日より申し込み受付開始します

５
〜
６
月
の
エ
コ
カ
フ
ェ

キッズいけばな教室

母の日に「カーネーションのプードル」

講師：遊花塾 尾関百合子 さん

持ち物：はさみ、マグカップ

５月１１日（金）５月１３日（日）
１０：００～

　１２：００
８００円

哲子の本格中華体験！

「手作り餃子と杏仁豆腐」

講師：森山哲子 さん
５月１４日（月）５月１６日（水）

１０：００～

　１２：００
５００円

電気自動車体験会

「日産リーフに乗ってみよう」

協力：日産自動車 さん
５月２０日（日）５月２０日（日）

１０：００～

　１６：００
無料

こうや豆腐でヘルシークッキング！

「こうや豆腐でちらし寿司とブラマンジェ他」

講師：旭松食品 さん
５月２０日（日）５月２２日（火）

１０：００～

　１２：００
５００円

親子対象・妊婦さんやおじいちゃん

おばあちゃんも大歓迎

「木のおうちで・親子でふれあうわらべうた」

講師：中津美奈子 さん

５月２２日（火）５月２３日（水）
１０：３０～

　１１：３０

２００円
（資料代）

家族や親子で・お友達と・おひとり様でも！

「誰でも気軽に抹茶体験」

講師：表千家　矢沢社中　今村晃子 さん
５月２４日（木）５月２６日（土）

１０：００～

　１５：００

５００円
（お菓子付）

エコカフェ　フリー

「みんなでお茶しながら、エコについて話そうか」

持ち物：おやつ・飲み物（カップとお茶はあります）
５月２８日（月）５月２８日（月）

１０：３０～

　１２：００
無料

ハワイアンリボンレイ

「リボンでストラップ作り」

講師：リボンレイインストラクター　下平富美子 さん

５月３１日（木）６月２日（土）
１０：００～

　１２：００

１,０００円
（茶菓付）

飯田長姫高等学校　建築科　作品展

～夢を形に～「飯田下伊那地方の街づくりへの提案」
入場無料４月２７日（金）～５月１０日（木）
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子どもの本に関する講座子どもの本に関する講座
平成24年度平成24年度 会 員 募 集 ！！

申し込み・問い合わせ

上郷図書館　　 ０２６５-５２-２５５１

親子で
参加可能

こども
の本の

会
えほん

の会
こども

の本の
会

えほん
の会

子どもの成長にとって「物
語」が果たす役割は何か、そし
て「子どものための本」とはど
ういうものなのか。絵本から幼年童話、児童文学
まで、テキストを読み合いながら一緒に考えてみ
ませんか。毎回、職員による読みきかせの実演や
本の紹介もあります。

日　時

テキスト：『現在、子供たちが求めているもの』　斎藤惇夫/著

会　場

費　用

５月～平成２５年３月
年１０回　（８月はお休み）
毎月第２木曜日
午前１０時３０分～正午頃

※第１回は５月１０日です

上郷図書館２階視聴覚室

テキスト代　１,５００円

乳幼児期の子どもにはど
んな絵本を読んであげたら
よいのでしょうか。絵本の
役割とは何でしょうか。親
子で絵本やわらべうたを楽しみながら、絵本の
力、ことばの力について考えます。テキストの読
み合わせとおはなし会をします。

日　時

テキスト：『わたしの絵本論』 松居直/著

会　場

費　用

５月～平成２５年３月
年１０回　（８月はお休み）
毎月第３木曜日
午前１０時３０分～１１時３０分頃

※第１回は５月１７日です

上郷図書館２階視聴覚室

テキスト代　無料

各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ

家庭児童相談

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

障害のある方
または

ご家族の相談

消 費 者 相 談
（多重債務相談を含む）

ジョブカフェいいだ
若年者就業相談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

りんご庁舎２階
子育て支援課
内線５３０２

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００

教育委員会棟
３　階

教育相談室
内線３５８１

専用電話（ＦＡＸ兼用）
☎０２６５（５３）８７３０

市役所会議室
地域づくり・庶務課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が原則
　本人確認ができる
書類と写真１枚が
必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

市役所
保 健 センター

保健課
内線５５１５
（予約制）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０ さんとぴあ飯田

飯伊圏域障害者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５ りんご庁舎３階

男女共同参画課
内線５３５２

毎週月～金曜日
９：００～１７：００
受付１５：３０まで

りんご庁舎３階

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

中 村 ビ ル
（ 本 町１－１２）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制・無料）

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ

毎週金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・水・木曜日
１３：００～１７：００

毎週木曜日
１３：００～１７：００

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

市民証明コーナー
（りんご庁舎２階）

タガログ語

ポルトガル語

一 般

りんご庁舎３階

りんご庁舎２階

りんご庁舎２階

男女共同参画課
内線５３５１（予約制）

子育て支援課
内線５３２３

介護高齢課
内線５３８２

法 律 相 談
（現在係争中のものは除く）

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

さんとぴあ飯田
社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

基幹包括支援
センター

☎０２６５（５６）１５８７

外
国
語
相
談

心
配
ご
と
相
談

の

相

談

女
性
の
た
め

休
日

平
日

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：３０
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

悩みごと

法律相談

中 国 語

毎月第１・第３木曜日
１３：００～１６：００
※希望の方は前日
午後５時までに
申し込む

飯田勤労者
福祉センター

巡回労働相談

特 別
（法律的）

さんとぴあ飯田

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

銀座堀端ビル２階

外国人総合
相談窓口

（市役所本庁舎
１階）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

男女共同参画課
内線５３５１

産業振興支援課
☎０２６５（５３）６０７８
南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

高齢者福祉相談
高齢者介護相談

５月８日㈫
１３：００～１６：００

５月１４日㈪
５月２８日㈪

１３：３０～、１５：００～

５月１５日㈫
１３：３０～１６：３０

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

ジョブカフェいいだ
☎０２６５（５３）８９６６
（予約制）

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１
市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。
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大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。古紙配合率100％白色度70％の再生紙

飯田市の人口（4/1現在）■人口＝104,291人（前月比－329）男49,931人／女54,360人  ■世帯＝38,087戸（前月比－43）
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